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【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年2月4日(2016.2.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）（１）直鎖ポリジメチルシロキサンの二官能性オキシラン化合物、（２）直鎖ポリ
ジメチルシロキサンの二官能性オキシラン化合物と二つのエポキシ基を持つポリエーテル
との混合物、（３）直鎖ポリジメチルシロキサンの二官能性オキシラン化合物と二つのエ
ポキシ基を持つ炭化水素との混合物からなる群より選択される二つのオキシラン基を含有
するオキシラン化合物と
ｂ）式：
Ｎ（Ｈ）（Ｒ１）Ｒ２Ｓｉ（ＯＲ３）３

〔式中、Ｒ１は、Ｈであり；
Ｒ２は、１から６０個の炭素からなる、二価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素基からな
る群より選択され；
Ｒ３は、１から２００個の炭素原子を持つ一価の、直鎖のもしくは分岐の炭化水素基から
なる群より選択される〕を持つアミノシラン
との反応産物を含有する組成物。
【請求項２】
　前記直鎖ポリジメチルシロキサンが、式：
ＭｆＭＥ

ｈＤｋＤＥ
ｌ

〔式中、
Ｍ＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１ＳｉＯ１／２；
ＭＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（ＲＥ）ＳｉＯ１／２；
Ｄ＝Ｒ１８Ｒ１９ＳｉＯ２／２；
ＤＥ＝Ｒ２０ＲＥＳｉＯ２／２

であり、ここでＲ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９およびＲ２０は
それぞれ独立してメチルであり；
ＲＥは、独立して、オキシラン部分の一つもしくはそれ以上を含有する１から６０個の炭
素原子を持つ一価の炭化水素基であり；
下付文字ｆはゼロもしくは正であり、下付文字ｆがゼロであるときｈが正である必要があ
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るという制限に従い；
下付文字ｈはゼロもしくは正であり、ｈがゼロであるとき、下付文字ｆが正である必要が
あるという制限に従い、そして下付文字ｈおよびｌの合計は正であるという制限に従い；
下付文字ｋはゼロもしくは正であり、そして０から１，０００の範囲の値を持ち；
下付文字ｌはゼロもしくは正であり、そして０から４００の範囲の値を持ち、下付文字ｈ
およびｌの合計が正であるという制限に従う〕
を持つ、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記炭化水素が、式：
Ｒ２２

ｙ（Ｒ２３）ｚ（Ｒ２４）α（Ｒ２５）β

〔式中、Ｒ２２およびＲ２５は、独立して、オキシラン部分の一つもしくはそれ以上を含
有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素基であり；
Ｒ２３およびＲ２４は、１から１０００個の炭素の、直鎖のもしくは分岐の、二価の炭化
水素基からなる群よりそれぞれ選択され；
下付文字ｙ、ｚ、α、βはゼロもしくは正であり、ゼロから４の範囲であり、（ｙ＋β）
＝２という制限に従う〕
を持つ、請求項１もしくは２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリエーテルが、式：
Ｒ２６Ｏ（Ｒ２７）γ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）δ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ε（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ζＲ２８

〔式中、Ｒ２６およびＲ２８は、独立して、オキシラン部分の一つもしくはそれ以上を含
有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素基であり；
Ｒ２７は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価の基の群
より選択され；
下付文字γはゼロもしくは１であり；
下付文字δはゼロもしくは正であり、そして０から１００の範囲の値を持ち、（δ＋ε＋
ζ）＞０という制限に従い；
下付文字εはゼロもしくは正であり、そして０から１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε＋
ζ）＞０という制限に従い；
下付文字ζはゼロもしくは正であり、そして０から１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε＋
ζ）＞０という制限に従う〕
を持つ、請求項１もしくは２に記載の組成物。
【請求項５】
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から２０個の炭素原子を持ち；
下付文字ｌが０から２００の範囲であり；そして
下付文字ｋが０～５００の範囲である、請求項２または請求項２に従属する請求項３もし
くは４に記載の組成物。
【請求項６】
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から２０個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して５から１０００個の炭素原子を持つ、請求項３に
記載の組成物。
【請求項７】
Ｒ２が１から１０個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から２０個の炭素原子を持ち；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から５０の範囲である、請求項４に記載の組成
物。
【請求項８】
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
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Ｒ３が１から１５個の炭素原子を持ち；
下付文字ｌが０から１００の範囲であり；そして
下付文字ｋが５～２５０の範囲である、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から１５個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して１０から５００個の炭素原子を持つ、請求項６に
記載の組成物。
【請求項１０】
Ｒ２が２から８個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が１から１５個の炭素原子を持ち；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から３０の範囲である、請求項７に記載の組成
物。
【請求項１１】
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が２から８個の炭素原子を持ち；
下付文字ｌが０から５０の範囲であり；
下付文字ｋが５～１５０の範囲である、請求項２に記載の組成物。
【請求項１２】
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が２から８個の炭素原子を持ち；そして
Ｒ２３およびＲ２４がそれぞれ独立して１０から３００個の炭素原子を持つ、請求項９に
記載の組成物。
【請求項１３】
Ｒ２が２から５個の炭素原子を持ち；
Ｒ３が２から８個の炭素原子を持ち；そして
下付文字δ、ε、ζがそれぞれ独立して０から１５の範囲である、請求項１０に記載の組
成物。
【請求項１４】
　不連続相が水を含有し、そしてエマルションが請求項１から１３のいずれか一項に記載
の組成物を含有する水性エマルション。
【請求項１５】
　連続相が水を含有し、そしてエマルションが請求項１から１３のいずれか一項に記載の
組成物を含有する水性エマルション。
【請求項１６】
　不連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そしてエマルションが請求項１から１
３のいずれか一項に記載の組成物を含有する非水性エマルション。
【請求項１７】
　連続相が非水性ヒドロキシ有機溶媒を含有し、そしてエマルションが請求項１から１３
のいずれか一項に記載の組成物を含有する非水性エマルション。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　本発明は、オキシランもしくはオキセタン化合物がシロキサン、炭化水素およびポリエ
ーテルからなる群より選択されるような反応産物組成物をさらに提供し、特にここでオキ
シランもしくはオキセタン化合物が式：
ＭｆＭＥ

ｈＭＰＥ
ｉＭＨ

ｊＤｋＤＥ
ｌＤＰＥ

ｍＤＨ
ｎＴｏＴＥ

ｐＴＰＥ
ｑＴＨ

ｒＱｓ
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〔式中、
Ｍ＝Ｒ９Ｒ１０Ｒ１１ＳｉＯ１／２；
ＭＨ＝Ｒ１２Ｒ１３ＨＳｉＯ１／２；
ＭＰＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４

Ｏ）ｖ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ１／２；
ＭＥ＝Ｒ１２Ｒ１３（ＲＥ）ＳｉＯ１／２；
Ｄ＝Ｒ１８Ｒ１９ＳｉＯ２／２；
ＤＨ＝Ｒ２０ＨＳｉＯ２／２；
ＤＰＥ＝Ｒ２０（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｖ

（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ２／２；
ＤＥ＝Ｒ２０ＲＥＳｉＯ２／２；
Ｔ＝Ｒ２１ＳｉＯ３／２；
ＴＨ＝ＨＳｉＯ３／２；
ＴＰＥ＝（－ＣＨ２ＣＨ（Ｒ１４）（Ｒ１５）ｔＯ（Ｒ１６）ｕ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｖ（Ｃ３

Ｈ６Ｏ）ｗ（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ｘＲ１７）ＳｉＯ３／２；
ＴＥ＝ＲＥＳｉＯ３／２；および
Ｑ＝ＳｉＯ４／２；
であり、ここでＲ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０および
Ｒ２１はそれぞれ独立して１から６０個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルの群よ
り選択され；
Ｒ１４はＨまたは１から６個の炭素原子のアルキル基であり；
Ｒ１５は１から６個の炭素の二価のアルキルラジカルであり；
Ｒ１６は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価のラジカ
ルの群より選択され；
Ｒ１７は、Ｈ、１から６個の炭素の単官能性の炭化水素ラジカルもしくはアセチルであり
；
ＲＥは、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つもしくはそれ以上を含有す
る１から６０個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり；
下付文字ｆはゼロもしくは正であり、下付文字ｆがゼロであるときｈが正である必要があ
るという制限に従い；
下付文字ｈはゼロもしくは正であり、ｈがゼロであるとき、下付文字ｆが正である必要が
あるという制限に従い、そして下付文字ｈ、ｌおよびｐの合計はは正であるという制限に
従い；
下付文字ｋはゼロもしくは正であり、そして約０から約１，０００の範囲の値を持ち；
下付文字ｌはゼロもしくは正であり、そして約０から約４００の範囲の値を持ち、下付文
字ｈ、ｌおよびｐの合計が正であるという制限に従い；
下付文字ｏはゼロもしくは正であり、そして０から約５０の範囲の値を持ち；
下付文字ｐはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち、下付文字ｈ
、ｌおよびｐの合計は正であるという制限に従い；
下付文字ｓはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｉはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｍはゼロもしくは正であり、そして０から約２００の範囲の値を持ち；
下付文字ｑはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち；
下付文字ｊはゼロもしくは正であり、そして０から約２の範囲の値を持ち；
下付文字ｎはゼロもしくは正であり、そして０から約２０の範囲の値を持ち；
下付文字ｒはゼロもしくは正であり、そして０から約３０の範囲の値を持ち；
下付文字ｔはゼロもしくは１であり；
下付文字ｕはゼロもしくは１であり；
下付文字ｖはゼロもしくは正であり、０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ＋ｘ）
＞０という制限に従い；
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下付文字ｗはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ
＋ｘ）＞０という制限に従い；
下付文字ｘはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（ｖ＋ｗ
＋ｘ）＞０という制限に従う〕を持つシロキサンであるか、または代替的にここでオキシ
ランもしくはオキセタン化合物は式：
Ｒ２２

ｙ（Ｒ２３）ｚ（Ｒ２４
α）（Ｒ２５）β

〔式中、Ｒ２２およびＲ２５は、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つも
しくはそれ以上を含有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり
；
Ｒ２３およびＲ２４は、Ｈ、または１から１０００個の炭素の、直鎖のもしくは分岐の、
一価の炭化水素ラジカルからなる群よりそれぞれ選択され；
下付文字ｙ、ｚ、α、βはゼロもしくは正であり、ゼロから４の範囲であり、（ｙ＋β）
＞２という制限に従う〕を持つ炭化水素であるか、または代替的にここでオキシランもし
くはオキセタン化合物は式：
Ｒ２６Ｏ（Ｒ２７）γ（Ｃ２Ｈ４Ｏ）δ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ε（Ｃ４Ｈ８Ｏ）ζＲ２８

〔式中、Ｒ２６およびＲ２８は、独立して、オキシランもしくはオキセタン部分の一つも
しくはそれ以上を含有する３から１２個の炭素原子を持つ一価の炭化水素ラジカルであり
；
Ｒ２７は、－Ｃ２Ｈ４Ｏ－、－Ｃ３Ｈ６Ｏ－および－Ｃ４Ｈ８Ｏ－からなる二価のラジカ
ルの群より選択され；
下付文字γはゼロもしくは１であり；
下付文字δはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の範囲の値を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従い；
下付文字εはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従い；
下付文字ζはゼロもしくは正であり、そして０から約１００の値の範囲を持ち、（δ＋ε
＋ζ）＞０という制限に従う〕を持つポリエーテルである。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
好ましい実施態様
　オキシランもしくはオキセタン化合物をアミノ含有化合物と反応させる際、オキシラン
もしくはエポキシ基のアミノ基に対するモル比は、好ましくは約１から約４であり、より
好ましくは約１．１よりも大きくそして約３．９よりも小さく、そしてもっとも好ましく
は約１．２よりも大きく、そして約３．８よりも小さい。Ｒ１は好ましくは１から約１０
の炭素原子もしくは水素の、より好ましくは１から約５の炭素原子もしくは水素の一価の
炭化水素ラジカルであり、もっとも好ましくはＲ１はＨである。Ｒ２は好ましくは１から
約１０の炭素原子の、より好ましくは２から約８の炭素原子の、そしてもっとも好ましく
は３から約５の炭素原子の二価の炭化水素ラジカルである。Ｒ４は好ましくは３から約１
０の炭素原子の、より好ましくは３から約８の炭素原子の、もっとも好ましくは３から約
５の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。Ｒ３、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８はそれぞれ
好ましくは１から約２０の炭素原子の、より好ましくは１から約１５の炭素原子の、そし
てもっとも好ましくは２から約８の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。下付文字
ａは０から約３の、好ましくは約１から約３の、より好ましくは約２から約３の、もっと
も好ましくは０から約１の範囲にある。下付文字ｂは０から約２５の、より好ましくは０
から約１５の範囲にあり、そしてもっとも好ましくは３である。下付文字ｃは０から約３
の、より好ましくは０から約２の、そしてもっとも好ましくは０から約１の範囲にある。
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Ｒ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１８、Ｒ１９、Ｒ２０およびＲ２１はそれぞ
れ、好ましくは１から約４の炭素原子の、より好ましくは１から約３の炭素原子の、そし
てもっとも好ましくは１の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。下付文字ｆ、ｌ、
ｍ、ｎ、ｏ、ｐ、ｑ、ｒ、ｓはそれぞれ０から約２００の、より好ましくは０から約１０
０の、そしてもっとも好ましくは０から約５０の範囲である。下付文字ｋは、０から約５
００の、より好ましくは５から約２５０の、そしてもっとも好ましくは５から約１５０の
範囲にある。下付文字ｖ、ｗおよびｘはそれぞれ、０から約５０の、より好ましくは０か
ら約３５の、そしてもっとも好ましくは０から約２５の範囲にある。Ｒ２３およびＲ２４

はそれぞれ、好ましくは５から約１０００の炭素原子の、より好ましくは１０から約５０
０の炭素原子の、そしてもっとも好ましくは１０から約３００の炭素原子の一価の炭化水
素ラジカルである。下付文字δ、ε、ζは０から約５０の、より好ましくは０から約３０
の、そしてもっとも好ましくは０から約１５の範囲にある。Ｒ３１およびＲ３２はそれぞ
れ、好ましくは１から約１０の炭素原子の、より好ましくは１から約８の炭素原子の、そ
してもっとも好ましくは１から約４の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。Ｒ３３

は、好ましくは３から約１００の炭素原子の、より好ましくは３から約５０の炭素原子の
、もっとも好ましくは３から約１０の炭素原子の一価の炭化水素ラジカルである。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　実施例Ｃ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（４０．３ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣ
Ｈ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０Ｓｉ（ＣＨ３

）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサン
（２０６．１２ｇ）および平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ
）７ＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（１８．６７ｇ）ならび
にイソプロパノール（８８．４８ｇ）が５００ｍｌフラスコ内で混合された。物質は還流
され、オーバーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費された
と滴定により測定されるまで１５．５時間続けられた。物質はロータリーエバポレーター
へと移され、イソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）
で２時間蒸発された。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　実施例Ｄ
アミノプロピルトリイソプロポキシシラン（５４．２７ｇ）、平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨ
ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ［Ｓｉ（ＣＨ３）２Ｏ］５０Ｓｉ（ＣＨ

３）２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＣＨ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリシロキサ
ン（１８５．７０ｇ）および平均構造ＣＨ２（Ｏ）ＣＨＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７Ｃ
Ｈ２ＣＨ（Ｏ）ＣＨ２のエポキシキャップ化ポリエーテル（４９．７４ｇ）ならびにイソ
プロパノール（５０７．３９ｇ）が１ｌフラスコ内で混合された。物質は還流され、オー
バーヘッドスターラーにて攪拌された。還流は全てのエポキシ基が消費されたと滴定によ
り測定されるまで１６時間続けられた。物質はロータリーエバポレーターへと移され、イ
ソプロパノールを取り除くために７０℃、５３３パスカル（４ｔｏｒｒ）で２時間蒸発さ
れた。
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【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９３】
様々な基質における染みの結果
【表６】

【表７】

【表８】
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【表９】

【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１１８】

【表１９】

【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１２４】
【表２２】
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